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 寒波の襲来と共に凍えるような寒さが訪れたかと思えば、時にまるで春を思わせるかのような暖かい

日になったりと、「例年」とはやや言い切れないような日が続いています。直近の１か月予報では全国

的な気温低下を予想していますが、今後の状況が気になるところです。一方、中庭の梅はおかげさまで

近頃開花し、暦の上でも２月４日は「立春」。来る春に向け、一日一日を大切に過ごしていきたいもの

です。１月には私立高校入試があり、本校も多くの生徒が受験に臨みました。また、２２日、２９日の

両日に計４事業所の方々を講師としてお迎えして１学年対象に「職業に関する学習会」を行い、１０～

１６日の期間に市民交流センターおあしすで開催された特別支援学級児童生徒作品展には、今年度も本

校６～１０組の生徒の多くの作品を出展させていただきました。平素の保護者・地域の皆様方の本校教

育活動へのご理解ご協力に、深く感謝申し上げます。 
 さて、今月６日から開催される「ミラノ・コルティナ２０２６冬季オリンピック」、そして来月６日

からはパラリンピック。日本からも多くの選手が出場する予定ですが、今回は５３歳の今もなお男子ス

キージャンプの現役選手として活動している、葛西紀明（かさいのりあき）選手について紹介します。

葛西選手は先日のスキーＷ杯個人予選に出場し、結果は５６位。日本スキー連盟が定める五輪派遣推薦

基準を満たせず、残念ながら今回のオリンピック出場を逃しました。葛西選手といえばいわずと知れた

日本スキー界の「レジェンド」です。１９９２年アルベールビルから２０１８年平昌までの８大会連続

で冬季オリンピックに出場し、団体銀、個人銀、団体銅の３つのメダルを受賞しています。 
 葛西選手は苦悩のスキー選手といえます。最初の銀メダルは１９９４年リレハンメル大会の団体戦。

惜しくも金メダルを逃し、「もっと頑張って金メダルを取れという運命なのだと思い、４年間頑張るこ

とを決めた。」と振り返ります。次の１９９８年長野大会では大会直前に足首を負傷。団体戦のメンバ

ーに選ばれず、金メダルを受賞した日本の活躍を着地地点で見つめていました。運にも見放されたよう

な悔しさを味わい、その後の２００２年、自分のジャンプをゼロから作り直すため、強豪国フィンラン

ドのコーチに指導を仰ぎました。自分よりも年下のコーチに「お願いします」とアドバイスを受け、謙

虚にトレーニングや技術を見直しました。そして４１歳で迎えた２０１４年のソチオリンピックで個人

銀、団体銅の２つのメダルを受賞し、「スキージャンプ競技の最年長メダリスト」という前人未到の記

録を樹立しました。当時、「もし金メダルを獲っていたら今の人生はなかったかも知れない。」と語って

いた葛西選手は、現在もオリンピック出場を目指しトレーニングに励んでいます。 
 情熱を傾けられること、ひたむきに取り組めること、そういったことが自分自身を大きく成長させま

す。そしてそれは生涯に渡る大きな財産になることもあります。きっかけは人により様々です。苦労し

て続けたこと、そこから見えてきたことや得たものは、決して自分を裏切ることはありません。自分自

身に揺るぎない力と大きな自信を与えてくれます。 
逞しい心と身体は、日々大切に、そして根気強く積み重ねた経験から培われます。一歩一歩で大丈夫。

自分を信じて積み重ねていこう。寒い日が続きますが、友と共に、困難に負けず、自ら進んで心と身体

を鍛えていきましょう。 
 

＜一部引用：NHK NEWS WEB「５０歳レジェンド葛西紀明「まだはい上がる」と語る理由」＞ 
 

 



 


